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1. はじめに 

 現在，建設現場では少子高齢化の影響により労働人

口減少の一途をたどっている．そこで国土交通省は，

ICT 土木等の施策を建設現場に取り入れることによっ

て，建設生産システム全体の生産性向上を図り、魅力

ある建設現場を目指す i-Construction と呼ばれる取り

組みを始めた． 

その中で，筆者らはプレキャストコンクリート（以

下 PCaと略す）を永久型枠としての利用する取り組み

に着目した．しかし，PCa同士のジョイント部は，耐

久性の面で弱点になる可能性が考えられる． 

 そこで本研究では，プレキャストコンクリート同士

のジョイント部に関連する耐久性について，中性化と

塩害の面で実験的検討を行った． 

2. 試験概要 

2.1 配合 

 表-1に本実験に用いた PCa および後打ちコンクリー

トの配合を示す．本実験では，PCa，後打ちコンクリ

ートとも配合は同一とした． 

2.2 試験体 

 実験は、試験体寸法，止水パッキンの種類が異なる

シリーズⅠ，シリーズⅡから成る。図-1に試験体の一

例として，シリーズ I 試験体を示す．シリーズⅡの試

験体に関しては中性化試験のみを実施した． 

なお，止水パッキンは表-2に示す 4 種類とした． 

2.3 試験方法 

2.3.1 試験前準備 

 試験体 PCaの露出表面以外の 5面をエポキシ樹脂で

コーティングした． 

 2.3.2 促進中性化試験 

 促進中性化試験は，温度 20℃，湿度 60%，CO2濃度

5％の条件で行った．試験体は，所定の期間経過後割

裂し，フェノールフタレイン溶液を噴射し，中性化深

さを測定した．測定箇所は 11点とした． 

表-1 コンクリートの配合 

 

 

図-1 試験体（シリーズⅠ） 

 

表-2 止水パッキン 

 

 

シリーズⅠの期間は，4週（1ヵ月），13週（3ヵ

月），26週（6ヵ月），1年間の 4回，シリーズⅡは 1

ヵ月試験によるパッキンの種類比較とした． 

2.3.3 塩分浸透試験 

 塩分浸透試験は，シリーズ I試験体を 10％の塩化ナ

トリウム水溶液中に浸漬して行った．試験体は，所定

の期間経過後割裂し，0.1mol/Lの硝酸銀水溶液を噴射

し，浸透深さを測定した．測定箇所は 11点とした． 

 浸漬期間は，13 週（3ヵ月），26 週（6ヵ月），1年間

の 3回とした． 
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3. 試験結果 

3.1 促進中性化試験結果 

3.1.1 シリーズⅠ試験結果 

各測定箇所の中性化深さを図-2 に示す．図より，中

性化深さは，期間の経過によって大きくなった．ま

た，PCa 同士のジョイント部である測定箇所 6付近の

中性化深さは，他の測定箇所と比較して，それ程大き

な差は認められなかった． 

次に，ジョイント部付近である測定箇所 5~7の値を

平均し，PCa版と後打ちコンクリートの打継ぎ部であ

る 70mmに到達する年数を試算した．4 週から 1年の

結果から中性化速度係数を算出した結果 5.79 mm/√週

となった．これより，中性化深さが 70mmに達するの

に要する時間は約 146 週となった．本試験では，CO2

濃度を 5%に設定しているため，屋外大気中の約 167

倍に相当する（大気中を 0.03%と仮定）．そのため，中

性化深さが 70mmに達するのは 450 年以上先というこ

とになり、一般のコンクリート構造物の供用期間の長

さを大きく上回ると評価される． 

3.1.2 シリーズⅡ試験結果 

各測定場所の中性化深さを図-3 に示す．図より，ジ

ョイント部の中性化深さは，パッキンの違いによる差

はほとんど認められなかった． 

また，4週の時点では，PCa 版と後打ちコンクリー

トの打継ぎ部まで中性化はしておらず，シリーズⅠと

同様の傾向であった．今後，試験を継続して，止水パ

ッキンの違いについて確認する予定である． 

3.2 塩分浸透試験結果 

各測定場所の塩化物イオン浸透深さを図-4 に示す．

図より，塩化物イオン浸透深さは期間の経過によって

大きくなった．13週の時点では，塩化物イオン浸透深

さが約 65mmとなり，PCa 版と後打ちコンクリートの

打継ぎ部近傍まで浸透した．さらに，26週の時点で

は，塩化物イオン浸透深さが打継ぎ部を超える結果と

なった．これより，塩分浸透の観点からは，PCa 版同

士のジョイント部をさらに改善していく必要があると

考えられる． 

４．おわりに 

 プレキャストコンクリートの永久型枠としての利用

検討に向けて耐久性の面で評価を行った． 

 本実験の範囲では，中性化に対してはある程度の耐

久性を確認できたが，塩化物イオンに対しては有効な

結果を得ることはできなかった．そのため，今後とも

継続して実験を行い有効な方法を検討していきたいと

考える． 

 今後は，塩化物イオン浸透深さに加えて，EPMA面

分析や全塩化物イオン量などによる評価を行い，ジョ

イント部周辺の塩分浸透状況について把握する予定で

ある．そして，止水パッキンなどの止水材の変更や，

ジョイント方法の変更などを実際の施工現場の状況な

どを加味しつつ，実用性の高い方法を検討していく予

定である． 
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図-2 中性化深さ（シリーズⅠ） 

 

 

図-3 中性化深さ（シリーズⅡ） 

 

 

図-4 塩化物イオン浸透深さ（シリーズⅠ） 
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